
声を合わせて歌ったり

気持ちをそろえて演奏したりすることの

楽しさに気付く。

友達とアイディアを伝え合うことによって，

自分では思いつかなかった考えに気付く。

そういった協働的な学習，対話的な学習を通して，

音楽を学ぶことの楽しさを実感できるように配慮しました。

音 楽 で
子 ど も と 子 ど も が

つ な が る
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１年 p.6 ～ 11

１年 p.62・63

２年 p.58・59

せんりつ はく

1
う
た
っ
て 

お
ど
っ
て 

な
か
よ
く 

な
ろ
う

と
も
だ
ち
と 

い
っ
し
ょ
に 

こ
え
を 

あ
わ
せ
て 

う
た
っ
た
り 

あ
そ
ん
だ
り 

す
る 

こ
と
が 

で
き
る
か
な
。

みんなで いっしょに うたって，
ともだちを つくりましょう。

●	えの　なかから　うたを　みつけて，

　	みんなで　いっしょに　うたいましょう。
76〜79ぺえじ

うたって なかよし

どんな うたが
かくれて いるかな。

うたを しらない 
ともだちが いたら
おしえて あげよう。

6 7

う
た
っ
て 

お
ど
っ
て 

な
か
よ
く 

な
ろ
う

1

はくリ
り
ズ
ず
ム
む

ともだちと いっしょに 
おどりましょう。
● みんなで　あそびながら　うたいましょう。

ほかの くにの ことばで
うたって みても たのしいね。

セ
せ

ブ
ぶ

ン
ん

ス
す

テ
て

ッ
っ

プ
ぷ

ス
す

作詞者不明／アメリカの遊び歌

きこう！

チ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

チ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

コ
こ

リ
り

作詞者不明／ガーナの遊び歌

さ

んこ
うきょく

8 9

う
た
っ
て 

お
ど
っ
て 

な
か
よ
く 

な
ろ
う

1

はくせんりつ

一
、
ひ
ら
い
た

　ひ
ら
い
た�

　
　な
ん
の

　は
な
が

　ひ
ら
い
た�

　
　れ
ん
げ
の

　は
な
が

　ひ
ら
い
た�

　
　ひ
ら
い
た
と

　お
も
っ
た
ら�

　
　い
つ
の
ま
に
か

　つ
ぼ
ん
だ

　
二
、
つ
ぼ
ん
だ

　つ
ぼ
ん
だ�

　
　な
ん
の

　は
な
が

　つ
ぼ
ん
だ�

　
　れ
ん
げ
の

　は
な
が

　つ
ぼ
ん
だ�

　
　つ
ぼ
ん
だ
と

　お
も
っ
た
ら�

　
　い
つ
の
ま
に
か

　ひ
ら
い
た

�

［
れ
ん
げ
］
は
す
の

　は
な

わらべうた

ひらいた ひらいた

みんなで あそびながら 
たのしく うたいましょう。
●	はすの　はなのように,　ひらいたり　つぼんだり　して　あそびましょう。

つぼんで いる はすの はな

ひらいて いる はすの はな

き
ょ
く
に 

つ
い
て

1110

はくせんりつ

9
に
ほ
ん
の 

う
た
を 

た
の
し
も
う

わ
ら
べ
う
た
の 

た
の
し
さ
に 

き
づ
い
て
、

き
い
た
り 

う
た
っ
た
り 

す
る 

こ
と
が 

で
き
る
か
な
。

わらべうたを　きいたり　
うたったり　して　あそびましょう。
●	あそびかたを　おぼえて　みんなで　たのしみましょう。

さ
ん
ち
ゃ
ん
が

さ
ん
ぽ
し
て

さ
ん
え
ん
　
も
ら
っ
て

ま
め
　
か
っ
て

お
く
ち
を

と
ん
が
ら
か
し
て

ぼ
く
　
た
ぬ
き

ば
っ
て
ん

さんちゃんが まめ かってさんぽして さんえん 
もらって

おくちを
とんがらかして
ぼく たぬき ばってん

お
お
な
み

こ
な
み

ぐ
る
り
と

ま
わ
し
て

ね
こ
の
　
め

▶	にほんに ふるくから

 つたわる こどもの うたを

 「わらべうた」と いいます。

わらべうた

おおなみ　こなみ
（なわを　みぎ　ひだりに　ふる）

ぐるりと　まわして　ねこの
（なわを　まわす）

め
（なわを　とめる）

3かい　くりかえす

2かい　くりかえす

さんちゃんが
わらべうた

おおなみ こなみ
わらべうた

れい

れい

わらべうたには，おなじ　うたでも
いろいろな　うたいかたや
あそびかたが　あるよ。

あそびかた

きこう！

きこう！

62 63

あそびかた

スタートカリキュラムに配 慮した 導 入 で す 音 楽 活 動を 通してスムーズに友 達 づくりが できます

１年生の導入 わらべうた
の活用

音楽に合わせて
友達と一緒に
リズムを打つ
活動

音
楽
で
子
ど
も
と
子
ど
も
が
つ
な
が
る

挿絵をヒントにして，
知っている歌を探して
歌う。

友達と一緒に歌ったり
聴いたりしながら，体
を動かしたり手を打ち
合ったりする。

輪遊び歌を活用し，グ
ループやクラスで歌う。

【知っている歌のため，
初めての授業でも安心
して歌うことができま
す。】

【友達づくりに自然に
つながります。】

【グループ活動を通し
て，声を合わせて歌う
学習に段階的に慣れる
ことができます。】

スタートカリキュラムへ配慮し，小学校に入学したばかりの１年生が，幼稚園や保育園などでの経験を生
かしながら安心して授業に取り組めるように，教材の配列を工夫しました。

低学年では，体を動かしながら歌えるわらべうたや遊び歌を取り上げたり，楽しく遊びながらリズム打ち
をすることができる活動を取り入れたりするなど，学習を進めつつ友達づくりもできるように配慮しました。

で
楽
音

 

と
な
ん
み

 

う
ろ
が
な
つ

1

はくリズム

ともだちと せかいの あそびうたを　
楽

たの

しみましょう。
● 音楽を　きいて　うたを　おぼえたら，  みんなで　楽しく　

 あそびながら　うたいましょう。

カードが　下がった　
ところでは，うたわずに
　 を　うってね。

うたいおわるのと　
どうじに，
はしが　おちるよ。

ゴ
ン
ビ

　

ゴ
ン
ビ

の
犬
小

　

名
前
は　

ゴ
ン
ビ

Ｂ 

Ｉ 

Ｎ 

Ｇ 

Ｏ

Ｂ 

Ｉ 

Ｎ 

Ｇ 

Ｏ

Ｂ 

Ｉ 

Ｎ 

Ｇ 

Ｏ 

の

は
ゴ
ン
ビ

　

ね
い
い
わ
か

が
し
ば
ン
ド
ン
ロ

　

る
ち
お

る
ち
お

　

る
ち
お

が
し
ば
ン
ド
ン
ロ

　

る
ち
お

あ
さ
　

小犬の ビンゴ
志摩　桂 日本語詞／アメリカの遊び歌

きこう！

ロンドンばし
高田三九三 日本語詞／イギリスの遊び歌

さ

んこ
うきょく

（　）

8 9

2

は
く
の 

ま
と
ま
り
を 

か
ん
じ
と
ろ
う

リズム はく

P7

P17

ア

おはよう

矢印がみえずらいようでしたら
こちらをお使いください

ありがとう さようなら

イ ウ
距離がよい方をお使いください

P7

P17

ア

おはよう

矢印がみえずらいようでしたら
こちらをお使いください

ありがとう さようなら

イ ウ
距離がよい方をお使いください

P7

P17

ア

おはよう

矢印がみえずらいようでしたら
こちらをお使いください

ありがとう さようなら

イ ウ
距離がよい方をお使いください

●	3びょうしの　手あそびを　しながら　うたいましょう。

1  2人で　くみに　なり，はくに　のって    　　　　  の　

 リズムを　 ア → イ → ウ の　じゅんに　うちましょう。

2  下の　 れい のように，はくに　のって　リレーしましょう。リレーしましょう。

くみを　かえて　
ほかの　ともだちとも 
うって　みよう。

イア ウ

れい

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

3びょうしの
手あそび

3びょうしを かんじながら　
うたいましょう。

たぬきの たいこ
阪田寛夫 日本語詞／チェコ民謡／編曲者不明

1 32
はく

3びょうしで リズムあそび

つづけて

1 2 3 1 2 3 1 2 3

タン タン タン

3
び
ょ
う
し
の 

手
あ
そ
び

二次元
コードが
入ります

16 17

２年 p.8 ２年 p.17

9
日
本
の 

う
た
で 
つ
な
が
ろ
う

わ
ら
べ
う
た
の 

楽
し
さ
に 

気
づ
い
て
、

う
た
っ
た
り 

つ
く
っ
た
り 

す
る 

こ
と
が 

で
き
る
か
な
。

フレーズはくせんりつ

●	あそびかたを　おぼえて　みんなで　楽しみましょう。

わらべうたを きいたり　
うたったり しましょう。

ず
い
ず
い
　
ず
っ
こ
ろ
ば
し

ご
ま
み
そ
　
ず
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ゃ
つ
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に
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わ
れ
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ト
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ピ
ン
シ
ャ
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ぬ
け
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ら
　
ド
ン
ド
コ
シ
ョ

た
わ
ら
の
　
ね
ず
み
が

こ
め
　
く
っ
て
　
チ
ュ
ウ

チ
ュ
ウ
　
チ
ュ
ウ
　
チ
ュ
ウ

お
っ
と
さ
ん
が
　
よ
ん
で
も

お
っ
か
さ
ん
が
　
よ
ん
で
も

い
き
っ
こ
な
し
よ

い
ど
の
　
ま
わ
り
で

お
ち
ゃ
わ
ん
　
か
い
た
の

だ
れ

ずいずい ずっころばし
わらべうた

きこう！

あ
ん
た
が
た
　
ど
こ
さ

ひ
ご
さ

ひ
ご
　
ど
こ
さ

く
ま
も
と
さ

く
ま
も
と
　
ど
こ
さ

せ
ん
ば
さ

せ
ん
ば
や
ま
に
は

た
ぬ
き
が
　
お
っ
て
さ

そ
れ
を
　
り
ょ
う
し
が

て
っ
ぽ
う
で
　
う
っ
て
さ

に
て
さ
　
や
い
て
さ
　

く
っ
て
さ

そ
れ
を
　
こ
の
は
で

ち
ょ
い
と
　
か
ぶ
せ

さ
さ

さ
さ

さ

さ
さ

さ

さ
さ

さ

わらべうたは，すんで いる ばしょごとに 
いろいろな かし

4 4

や あそびかたが あります。
お年よりに　あそびかたを　おそわって　いる　ようす

まりつきの　
まねを　しながら　
うたって　みよう。 

うたの おわりに
あたった 手は
ぬけて いくんだよ。

ほかにも　こんな　
わらべうたが　あるよ。

あんたがた どこさ
わらべうた

きこう！

　の　ところでは 
　を　うつ。
さ

あんた がた どこ さ
はく

おせんべ

やけたかな
まるたけ

えびす

5958
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い
ろ
い
ろ
な
音
の
ひ
び
き
を
か
ん
じ
と
ろ
う

7

はんぷく音の重なり強弱音色

(1) いろいろな楽
がっ

器
き

の音を鳴らして，ひびきの長さや音色のちがいを

　  ききくらべながら，自分のイメージに合う音をさがしましょう。

(2) ひびきの長さや音色を考えながら，楽器の鳴らし方をくふうして，

　   「まほうの音楽のもと
4 4

」をつくりましょう。

チリリリリリ…

トントントントン

シャラ
ララ

ーン

てっきん シンバル 小だいこすずギロトライアングル ウィンドチャイム

ジャーン

シャラ
ララ

ーン

シャラ
ララ

ーン

チリリリリリ…

ジャーン ジャーン

くりかえし くりかえし

てっきん シンバル トライアングル

シャラ
ララ

ー
ン

ジャーン
チリリリリリ…

小だいこ

トントントントン

音のとくちょうを生かして
音楽をつくりましょう。

くふうするときには，
強さを変

か
えたり，

楽器の組み合わせ方を
変えたりするといいよ。変えたりするといいよ。

まほうがせいこうする
かんじを出すには，
強さをどうすればいいかな。

どんな音色にしたら
まほうのかんじに
合うかな。

つくった「まほうの音楽」を入れて，

「おかしのすきな まほう使い」（ 54ページ ）を

歌いましょう。

てっきん

シンバル

トライアングル

小だいこ

まほうの音楽

トライアングルを重ねて，
キラキラ光るかんじを
出したいな。

くりかえして
鳴らして，
まほうの力が
強くなるかんじに
しようかな。

3 ～ 4人の組になって，ひびきの長さや音色のちがいを生かして，

「まほうの音楽のもと
4 4

」をつくりましょう。

1

「まほうの音楽のもと
4 4

」の組み合わせ方や重ね方をくふうしながら， 

くりかえしを使って，「まほうの音楽」をつくりましょう。

2

3

さいごに
小だいこを重ねて，
まほうがかかった
かんじを出したいな。

れい

れい

言葉や図で表した「まほうの音楽のもと
4 4

」

56 57

「何に注目し，どんなことを考え，どのように工夫すればよいのか」が分かると，子どもたちは自分で思
考し始め，表現を工夫したり音楽に耳を傾けたりするようになります。音や言葉を使って，気付いたことや
アイディアを友達と交換することを通して学びが深まるように，子どものキャラクターによる吹き出しを充
実させました。

音楽科の特質に合った言語活動が充実するように，言葉によるコミュニケーションに加えて，音によるコ
ミュニケーションを図れる教材やコラムを設けて，音や音楽を通して，子どもたちの対話的な学びが深まる
ように配慮しました。

対 話 的な学びで， 子どもの気 付きや学びが 広がり深まります

　子どもどうしの言
語活動の内容が充実
するように，学習の
ねらいの達成に向け
て考えてほしい内容
や，発言の例を吹き
出しで示しています。

　友達とお話しする
ように楽器を演奏す
るという，音楽づく
りの活動を通して，
楽器の音色の面白さ
を共有します。
　また，リコーダー
の合奏では，互いの
音をよく聴き合うこ
とで，音も気持ちも
一つにそろえてアン
サンブルする活動の
楽しさを体験します。

音による
コミュニケーション
を通して

友達との
対話を通して

い
ろ
い
ろ
な
音
の
ひ
び
き
を
か
ん
じ
と
ろ
う

7

はんぷく音の重なり強弱音色

(1) いろいろな楽
がっ

器
き

の音を鳴らして，ひびきの長さや音色のちがいを

　  ききくらべながら，自分のイメージに合う音をさがしましょう。

(2) ひびきの長さや音色を考えながら，楽器の鳴らし方をくふうして，

　   「まほうの音楽のもと
4 4

」をつくりましょう。

チリリリリリ…

トントントントン

シャラ
ララ

ーン

てっきん シンバル 小だいこすずギロトライアングル ウィンドチャイム

ジャーン

シャラ
ララ

ーン

シャラ
ララ

ーン

チリリリリリ…

ジャーン ジャーン

くりかえし くりかえし

てっきん シンバル トライアングル

シャラ
ララ

ー
ン

ジャーン
チリリリリリ…

小だいこ

トントントントン

言葉や図で表した「まほうの音楽のもと
4 4

」

音のとくちょうを生かして
音楽をつくりましょう。

くふうするときには，
強さを変

か
えたり，

楽器の組み合わせ方を
変えたりするといいよ。

まほうがせいこうする
かんじを出すには，
強さをどうすればいいかな。

どんな音色にしたら
まほうのかんじに
合うかな。

つくった「まほうの音楽」を入れて，

「おかしのすきな まほう使い」（ 54ページ ）を

歌いましょう。

てっきん

シンバル

トライアングル

小だいこ

まほうの音楽

トライアングルを重ねて，
キラキラ光るかんじを
出したいな。

3回くりかえして
鳴らして
まほうの力が
強くなるかんじに
しようかな。

3 〜 4人の組になって，ひびきの長さや音色のちがいを生かして，

「まほうの音楽のもと
4 4

」をつくりましょう。

1

「まほうの音楽のもと
4 4

」の組み合わせ方や重ね方をくふうしながら， 

くりかえしを使って，「まほうの音楽」をつくりましょう。

2

3

さいごに
小だいこを重ねて
まほうがかかった
かんじを出したいな。

れい

れい

56 57

(1) いろいろな楽
がっ

器
き

の音を鳴らして，ひびきの長さや音色のちがいを

　  ききくらべながら，自分のイメージに合う音をさがしましょう。

(2) ひびきの長さや音色を考えながら，楽器の鳴らし方をくふうして，

　   「まほうの音楽のもと
4 4

」をつくりましょう。

チリリリリリ…

トントントントン

シャラ
ララ

ーン

てっきん シンバル 小だいこすずギロトライアングル ウィンドチャイム

ジャーン

シャラ
ララ

ーン

シャラ
ララ

ーン

チリリリリリ…

ジャーン ジャーン

くりかえし くりかえし

てっきん シンバル トライアングル

ラ ラ
ラ ー

ン

チリリリリリ…

小だいこ

トントントントン

音のとくちょうを生かして
音楽をつくりましょう。

くふうするときには，
強さを変

か
えたり，

楽器の組み合わせ方を
変えたりするといいよ。変えたりするといいよ。

まほうがせいこうする
かんじを出すには，
強さをどうすればいいかな。

どんな音色にしたら
まほうのかんじに
合うかな。

つくった「まほうの音楽」を入れて，

「おかしのすきな まほう使い」（ 54ページ ）を

てっきん

シンバル

トライアングル

小だいこ

まほうの音楽

トライアングルを重ねて，
キラキラ光るかんじを
出したいな。

くりかえして
鳴らして，
まほうの力が
強くなるかんじに
しようかな。

3 ～ 4人の組になって，ひびきの長さや音色のちがいを生かして，

「まほうの音楽のもと
4 4

」をつくりましょう。

1

「まほうの音楽のもと
4 4

」の組み合わせ方や重ね方をくふうしながら， 

くりかえしを使って，「まほうの音楽」をつくりましょう。

2

3

さいごに
小だいこを重ねて，
まほうがかかった
かんじを出したいな。

れい

れい

言葉や図で表した「まほうの音楽のもと
4 4

」

３年 p.56・57 ２年 p.46・47

５年 p.17

い
ろ
い
ろ
な 

が
っ
き
の 

音
を 

さ
が
そ
う

7

ねいろ リズム よびかけと こたえ

ウ エイ ア
よびかける やく こたえる やく

いろいろな　ともだちと　2人で　くみに　なり，

はくに　のって　おはなしするように　ならしましょう。
がっきの 音の くみあわせを
楽しみましょう。

すず

カスタネット

トライアングル

タンブリン

クラベス

小だいこ

イ

ウ

エ

ア

はく

ウッドブロック

下の　がっきの　中から　すきな　ものを　１つ　えらび，

　 ，　 ，　 ，　 の　　　　　  を　うちましょう。

気に　入った　　　　　を　2つ　えらび，ならす　じゅんばんを　

きめましょう。

ア イ ウ エ

れい

 　→     の　じゅんばんに
ならそうかな。

アイ 　  は，タンブリンを　ふって
音を のばして　みたいな。
エ

よびかける　やくと　こたえる　やくを
こうたいしたり，えらんだ　リズムの　
じゅんばんを　かえたり　して　みよう。
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がっきで おはなし

リズム

リズム

リズム

ほかの　かきかたも　あります。

かいて みよう

がっき

2分音ぷ
 に　  ぶ

（に   ぶん）

ターアー

あたらしく おぼえる こと
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● リコーダーを何人かで演奏する場合には，自分の音やみんなの音をよくきくことが

 大切です。例えば，吹
ふ
いた音をみんなで「見る」ような感じで，音を合わせてみましょう。

自分の吹いた音を
「見る」感じで吹く

みんなの音を1点に集めるイメージで
音を合わせる

みんなで合わせた音が
1つのきれいな音になる

合わせよう

音
楽
で
子
ど
も
と
子
ど
も
が
つ
な
が
る



20

４年 p.60・61

６年 p.9

６年 p.53

音 楽を 通して 心 が つながります

協力して
音楽をつくる
活動を通して

音楽で
思いを伝える

一つの音楽を友達と一緒につくり上げたり，心を込めてみんなで歌ったりするなど，音楽の楽しさを感じ
ながら，協働的な学習を進められるように工夫しました。

日
本
の
音
楽
で
つ
な
が
ろ
う

8

反
はん
復
ぷく

せんりつ

5つの音で，せんりつをつくりましょう。 2人の組になって，つくったせんりつをつなげましょう。2

1
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リズム

はく

つなげ方をくふうした例

くり返しを使ってくふうした例
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(2) 	くり返しを使って，まとまりのある８小節のせんりつをつくりましょう。

どんな順番にしようかな。

▶︎	えらんだ音を下の や に書きましょう。

2人でせんりつづくり

重ねて書くと，
音の動きのちがいが
分かりやすいね。

リコーダーでふいて
たしかめながら
つくろう。

くり返しの使い方が
ちがうと，音楽の
感じが変わるんだね。

下の5つの音とリズムを使って， 拍
びょう

子
し

で2小節のせんりつを2つ
つくりましょう。最後は ラかレの音で終わりましょう。

使う音

例
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(1) それぞれのつくった２小節のせんりつをすべてつなげて，
	 	 ８小節のせんりつをつくりましょう。
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● 自分の夢を思いえがきながら，気持ちをこめて歌いましょう。

音楽で思いを伝えよう
　あふれる思いを表現するとき，その思いはきいている人の心にきっと届

とど

きます。
　思いを伝えるためのヒントは音楽の中にたくさんあります。音楽と向き合い，
気付いたり感じ取ったりしたことをもとにして表現を工

く

夫
ふう

しながら， 気持ちを
こめて歌ってみましょう。

卒業に思いをこめて

　6年間の小学校生活で，いろいろな人と関わり合いながら，
みなさんは成長してきました。
　卒業するにあたり，先生や家族など身近な人たちへの感謝の
気持ちをこめて演奏するときに，音楽の学習で身に付けてきた
力を生かして，気持ちが伝わるように表現を工

く

夫
ふう

しましょう。
　「卒業式」や「卒業を祝う会」などで，その思いを音楽で表現
してみましょう。

　• どのような気持ちを伝えますか。　• だれに伝えますか。

音楽でどのように

気持ちを伝えたらいいかな。

音
楽
で
子
ど
も
と
子
ど
も
が
つ
な
が
る

　自分がつくった旋
律を友達がつくった
旋律とつなげて，ま
とまりのある旋律を
つくる学習を設けま
した。

　表現の工夫を考え
る際に，音楽を聴い
てくれる人たちの存
在について，あらた
めて考えることがで
きるように工夫しま
した。




